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6月1日現在の大崎市の人口
	地域
	男
	前月比
	女
	前月比
	計
	前月比
	世帯数

	古川
	37,873
	－1
	39,330
	＋6
	77,203
	＋5
	32,049

	松山
	2,822
	－7
	2,998
	－3
	5,820
	－10
	2,184

	三本木
	3,826
	－1
	3,856
	－5
	7,682
	－6
	2,705

	鹿島台
	5,602
	－1
	5,959
	－1
	11,561
	－2
	4,546

	岩出山
	5,070
	－1
	5,237
	＋1
	10,307
	0
	4,125

	鳴子温泉
	2,708
	－14
	2,958
	－10
	5,666
	－24
	2,641

	田尻
	5,176
	－10
	5,290
	－11
	10,466
	－21
	3,619

	市全体
	63,077
	－35
	65,628
	－23
	128,705
	－58
	51,869


問合せ　市政情報課統計担当　電話23-5091

今月の納税
納期限：7月31日（金）
市から送付する納付書や口座振替を利用している人の納期限です。口座振替を利用している人は、記帳にて残高と振替結果を確認してください。
固定資産税・都市計画税　第2期
国民健康保険税　第1期
介護保険料　第1期
後期高齢者医療保険料　第1期
問合せ　納税課収納担当  電話23-5148


空間放射線量の測定結果（単位:マイクロシーベルト/h）
	6月17日測定
	地表面
から1m
	地表面
から0.5m

	市役所第2駐車場
	0.05
	0.05

	松山総合支所
	0.04
	0.04

	三本木総合支所
	0.04
	0.03

	鹿島台総合支所
	0.05
	0.04

	岩出山総合支所
	0.05
	0.05

	鳴子総合支所
	0.05
	0.05

	田尻総合支所
	0.03
	0.03



火災発生件数(5月末日現在・右欄は前年比)
	建物火災
	10件
	＋2

	林野火災
	0件
	－3

	車両火災
	1件
	－3

	その他火災
	7件
	＋4

	合計
	18件
	0



交通死亡事故件数(6月15日現在・右欄は前年比)
	発生件数
	3件
	＋3

	死亡者数
	3人
	＋3


問合せ　防災安全課 消防担当・交通防犯担当  電話23-5144

パタ崎さんのひと口メモ
●大崎癒しの温泉めぐり
問合せ 観光交流課 電話23-7097
　新型コロナウイルス感染症の影響でどこも大変だけど、大崎市の宝「温泉」を未来へつなぐため、今回は温泉について紹介するね。
　大崎市といえばやっぱり鳴子温泉郷が有名だよね。開湯から千年以上の歴史をもち、宮城県で唯一「国民保養
温泉地」に認定された日本有数の温泉地なんだ。
約３７０本の源泉を有し、日本にある11種類の泉質のうち9種類が楽しめ、「東鳴子温泉」「川渡温泉」「鳴子温泉」「中山平温泉」「鬼首温泉」と5つの特色ある温泉地区があるから、どこからめぐったらいいのか迷っちゃうなぁ。足湯や手湯も街中にあるから探してみるものいいね。
　大崎市には鳴子温泉郷だけじゃなく、三本木地域や田尻地域にも人気の温泉施設があるよ。羽休めや骨休め、美肌効果からスポーツ後のリフレッシュなど、大崎市の温泉はさまざまな癒しをもたらしてくれるから、温泉めぐりをしてみようよ！
　

今月の表紙
　6月10日、市内の公共施設などに設置する「グリーンカーテン」の植栽作業を行いました。
　グリーンカーテンは、窓の外や外壁をツル性の植物で覆い、直射日光を遮ることで、冷房に使用する
電気の節約や二酸化炭素排出量の抑制をねらいとして設置しています。
　この日、隣接する純心幼稚園の年長クラスの園児54人が、市役所本庁舎と西庁舎のグリーンカーテンとな
るアサガオの植え替え作業を手伝いました。
　園児たちは、アサガオの苗をプランターに上手に移し替えたり、じょうろで水やりをして、植物にふれ
ながら楽しんでいました。
　グリーンカーテンは、9月末まで設置し、園児たちは水やりを手伝いながら大切に成長を見守ってくれます。

オオサキワンダーミュージアム
人と大自然の青空博物館
vol.3「世界農業遺産「大崎耕土」案内板を設置しました」
問い合わせ　世界農業遺産推進課自然共生推進担当　電話23-2281
大崎地域世界農業遺産推進協議会では、屋根のない博物館「フィールドミュージアム」構想のもと、世界農業遺産「大崎耕土」の地域資源の見える化の取り組みを行っています。
　見える化の一環として、水管理や農作物、農文化、生きものとの共生、屋敷林「居 (い)久 (ぐ)根 (ね)」など、世界農業遺産に選ばれた資源がある現地や集客施設などに、世界農業遺産「大崎耕土」の地域資源30種の案内板を設置しました。
　案内板には、その資源の概要や歴史、写真を表示、さらに水管理システムなどは図解し、その場に訪れた人の興味を引き出してくれます。
　案内板にあるQRコードから導かれる映像では、その地域資源に関わる皆さんが登場し、「大崎耕土」への想いを語り、その魅力が表現されています。
　この「大崎耕土」案内板の各場所については、大崎耕土ウェブサイトに、案内板マップとして掲載していま
す。ぜひ、その地域の雰囲気を感じられる「青空博物館」を訪れてみませんか。
[bookmark: _GoBack]市長コラム　With／After　コロナ
　緊急事態宣言が解除され、徐々にいつもの日常に戻りつつあります。
しかし、油断は禁物です。コロナが潜んでいる日常で、私たちは生活していくことになります。
Ｗｉｔｈコロナ（コロナとともに）です。第2波、第3波に備え、あらためて３密の防止やマスクの着用、手洗いの励行に努め、「新しい生活様式」を実践してまいりましょう。蒸し暑くなってくるとマスクの着用は難儀ですが、こまめに水分を補給しながら熱中症へも備えましょう。
　経済対策を盛り込んだ、国の第2次補正予算が成立しました。医療や雇用、中小企業者、生活支援などに期待されます。支援を必要とする人や事業者に迅速に届け、実効性を高めてまいります。市も独自の第２弾、第３弾の支援策で事業継続を支援します。
　国難ともいえる新型コロナウイルス感染症対策の体験は、Ａｆｔｅｒコロナ（コロナのあと）への変革の好機と捉えております。
　３密を避けることが難しい大都市のもろさが如実に示され、外需依存、一極集中による生活混乱の影響も実感しました。
　テレワークやオンライン会話の定着は、コスト削減、リスク分散も含めて、企業の地方移転、拠点分散、社員の地方への移住が加速することでしょう。
　どこでも働けるなら、安全で、自然あふれる地方に住みたい！
　渡り鳥に選ばれたまち！世界農業遺産！国民保養温泉地！日本一の自治体病院！交通の要衝！大崎市は、コロナ終息後のアルカディア（理想郷）の資質十分です。
　潜在力を最大限に生かし、ライフ（生命・生活）を重視した次のステージへチャレンジしましょう。

